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世界遺産でもある首里城（沖
縄県那覇市首里）正殿から 2019
年 10 月 31 日未明に出火し、正
殿ほか北殿、南殿など６棟が焼
失した。かつて琉球国の王城
だった首里城は 1879（明治 12）
年、日本に接収されて本来の役
目を終え、その後 1945 年の沖
縄戦で破壊焼失している。正殿
が焼失した現在の首里城は1989
年から正殿などの復元が本格的
に始まり、城内復元が 2019 年
に一段落したばかりだった。
現代までの首里城を大雑把に
時期区分すると、琉球国王城期
（A 期・前近代）、日本接収以降
の日本軍駐屯・沖縄神社期（B 期・
近代）、1945 年の沖縄戦後の廃
墟・琉球大学キャンパス期（C 期・
戦後前期）、そして復元首里城期
（D 期・戦後後期）となる。
A 期と B 期の間に「琉球処分」
があり、B 期と C 期の間に沖縄
戦がある。若干時期はずれるが、
C 期と D 期は 1972 年の「沖縄
復帰」と関連している。正殿などの焼失で、D 期の姿も
過去となり、首里城は新しいステージ E 期に入ったこ
とになる。
「沖縄の祭祀再編」班の関心の一つは、B 期（1879 年
以降の日本軍駐屯・沖縄神社期）にある。沖縄神社が
1925（大正 14）年、首里城内に建立されたこともあり、
近代沖縄の祭祀再編を考える上で首里城を欠かすこと
はできない。首里城復元（D 期）では、B 期は対象とな
らなかったため、復元が進むほど「沖縄神社」としての
首里城が見えにくくなるというジレンマも存在した。そ
れでも、「沖縄の祭祀再編」班では 2017 年９月 20 日か
ら 23 日、沖縄島内の神社調査と合わせて首里城も見学
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上：「写真①」＝首里城の焼け跡。右手の焼けた屋根が南殿。ブルー
シートの辺りに正殿があった。その手前に正殿の階段にあった龍柱
が残る（2019年12月21日撮影）
下：「写真②」燃えた北殿（2019年12月21日撮影）
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コチャ（おせんみこちゃ）について次のように記述し
ている（注２）。
「御火鉢之御前
百浦添センミコチャニ勧請。毎朝サンノ阿武志良
礼、焼常香（抹香）也。且毎月朔望ニ、御番ノ人員、
於玉庭御拝成ス也」
この「御火鉢之御前」が、百浦添（正殿）に祀られ
た琉球国の火ヌ神である。御火鉢之御前が勧請されたセ
ンミコチャでは、女神官の一人・サンノ阿武志良礼が毎
している。その際は、正殿後方
エリアなどは復元途中で「御内
原（おうちばら）」などを直接
見ることはできなかった。その
ため、報告はもう少し後でと考
えていたが、今回の火災もあり、
現段階で整理も含めて、簡単な
報告をしておきたい。
＊
首里城の復元は琉球国末期の
正殿（A 期）をモデルとしてい
る（注１）。可能な限りで往時
の再現を目指していたが、厳密
な意味での「復元」ではない。
太平洋戦争中、第 32 軍（沖縄
守備軍）が首里城地下に司令部
壕を建設して拠点としたため、
沖縄戦における日米の攻防で、
首里城エリアは地形が変わるほ
ど壊滅的に破壊された。世界遺
産に指定されたのはわずかに残
る正殿の「遺構」である。沖縄
戦では建物や地形、記録と記憶・
技術も多く失われ、復元はそれ
らの困難を乗り越えての作業だったという。
琉球国時代の王城、復元モデルの首里城（A 期）は、
国王の住居と中央政府の役所であるだけでなく、琉球
の国家祭祀を行う祭祀空間でもあった。城内には「御嶽」
と呼ばれる祭祀空間が十カ所あり、さらに正殿（百浦
添御殿と呼ばれた）２階には、琉球国の「火ヌ神（ひ
ぬかん）」を祀った空間、「おせんみこちゃ」（写真⑤）
があった。火ヌ神は琉球の民族信仰の中核をなすもの
で、家庭から地域社会、さらには国家にも存在した。
首里城内には首里城の火ヌ神と、琉球国自体の火ヌ神
が祀られていた。そして、城内の御嶽などでの祭祀を
担ったのが、聞得大君を頂点とする女神官たちだった。
城中の祭祀は「三平等大あむしられ」などの上級女神
官が司った。
18 世紀に編纂された『琉球国由来記』には、センミ
上：「写真③」＝百人御物参りの再現イベント。背後の建物は
復元された首里城正殿（2014 年１月 26日）
下左：「写真④」＝右手の首里森御嶽を拝む女神官役（2014
年１月 26日）
下右：「写真⑤」＝正殿２Ｆに復元されていた「おせんみこちゃ」
2012 年４月 30日撮影
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の内」（地図＝B）と呼ばれる空間が整ったことで、観
光用のイベントとして再現された。琉球の祭祀の特徴の
一つとして「巡拝」をあげることができるが、再現イベ
ントでも城内の御嶽を巡拝することで祭祀の雰囲気を
再現していた。
首里城は国王の生活空間でもあった。生活空間が正
朝焼香し、毎月の一日と十五日には、当番
が御庭（正殿前広場）から礼拝をしていた。
ちなみに今回の正殿炎上でおせんみこちゃ
も焼失した。
「写真④」の右手の石積みで囲われた場
所が、城内十嶽の一つ首里森御嶽（地図＝
A）である。琉球国の祭祀歌謡をまとめた『お
もろさうし』にも歌われた御嶽だ。
一　聞得大君ぎや
　　降れて　遊びよわれば
　　天が下
　　平らげて　ちよわれ
又　鳴響む精高子が
又　首里杜ぐすく
又　真玉森ぐすく
大意：名高く霊力豊かな聞得大君が、
首里杜ぐすく、真玉杜ぐすくに降り、
神遊びをし給うたからには、国王様
は天下を安らかに治めてましませ（注３）。
「写真③」と「写真④」は、国家祭祀のうち百人御物
参り（ももそおものまいり）と呼ばれた祭祀の再現イベ
ントの様子だ（写真は2014年のもの）。復元で正殿や「京
上：「写真⑥」（図）＝首里城配置図
中：「写真⑦」＝御寝廟から正殿背
後を見る（2019年1月30日）
下：「写真⑧」＝御寝廟エリア（2014
年２月15日）
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の。首里城における葬送にかかわる空間の厳かさが再現
されていると思う。
＊
「写真⑨」は城内の「ガマ遺構」（地図＝ E）だ。寝廟
殿から正殿の方に向かって見た場合、右下に当たる。「写
真⑩」は「ガマ遺構」が 2014 年に一般公開された際に
撮影した。「ガマ遺構」は A 期と B 期末期とが重なりな
がら併存した場でもある。
首里城内説明版によれば、18 世紀初頭の古地図にも
登場し、「ウシヌジマガマ」と呼ばれて、女官たちの息
抜きの場として使われていたという。その古いガマを囲
むように、太平洋戦争中に沖縄師範学校の生徒らが掘っ
た「留魂壕」がある。「留魂壕」は、1944 年 10 月の米
軍による大空襲「10・10 空襲」後につくられ、米軍が
沖縄島に上陸する直前の 1945 年３月ごろまでに完成し
たという。米軍上陸後は、鉄血勤皇隊として動員された
沖縄師範学校生らの壕として利用されたほか、一部は沖
縄新報社が『沖縄新報』発行に利用していた。『琉球新報』
によれば「入り口は３カ所あり、高さは約１・８メート
ル、幅２メートル、奥行きは約 30 メートル、内部の坑
道の総延長は 100 メートル近くある」という（注４）。
「写真⑨」でいえば、左下に見える赤瓦の先あたりに
見える場所だ。沖縄戦中は古いガマを活用しながら、周
囲にさらに壕を掘ることで利用していた。沖縄戦当時（B
期末期）の様子を伝えるのは「ガマ遺構」だけではない。
首里城地下には第 32 軍司令部壕があった（注５）。日
本軍は 1944（昭和 19）年３月 22 日、第 32 軍を編制
して沖縄島に司令部を置き、奄美群島から先島諸島をそ
の守備範囲として連合国軍の上陸に備えた。司令部は当
初安里地区にあったが、首里城地下に壕をつくり 1945
年１月に移動した。「写真⑩」は、第 32 軍司令部壕跡
の説明版だ。『首里城配置図』（注６）でいえば G 地点。
久慶門を出て龍潭池の手前左側にある。中央に見える白
い説明版の奥、樹木が茂っていてはっきりしないが司令
部壕入り口の一つ（第１坑道入り口）がある。
司令部壕は五つの坑道（第６坑道があったとの証言
もある）があり、首里城の反対側の地域まで広がる形で
地下に構築されていた。牛島満司令官や長勇参謀長の将
校室などがあり、第 32 軍首脳以下、約 1,000 人が生活
殿の後方（地図でいうと右側）が「御内原」と呼ばれる
エリア。その最も東側にあるのが寝廟殿（しんびょうで
ん）（御寝廟御殿）（地図＝ C）。寝廟殿は亡くなった国
王の遺体の安置場所である。国王の遺体は最終的に守礼
門を過ぎた先にある王家の墓・玉陵に葬られることにな
るが、それまでは寝廟殿に安置された。新しく王となる
世子は、寝廟殿の手前の継世門（地図＝ D）から入城し
たという。正殿の後方エリアもまた、王権にとっては重
要な空間だった。
「写真⑦」は寝廟殿から正殿の背後を見通した構図と
なっている。「写真⑦」のやや中央に見える大きな建物
が正殿の背面で、その手前が世誇殿。写真右側に白く見
える歩道の先には久慶門や歓会門がある。白い道の手前
側の城壁の下には「ガマ遺構」（写真⑨、地図＝ E）が
あり、そこには太平洋戦争中の「留魂壕（りゅうこんご
う）」もある。「写真⑧」は、「写真⑦」の撮影位置とほ
ぼ同じ場所でアングルを下げて「寝廟殿」の方を見たも
上：「写真⑨」＝「ガマ遺構」（2014年２月15日）
下：「写真⑩」＝第32軍司令部壕の説明版。背後の茂みに入り
口跡の一つがある。（2011年３月24日）
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治 13）年７月からは駐屯軍全体が首里城に移った。正
殿階段の二つの大龍柱は兵士が折り倒したという。ちな
みに、琉球にとって龍は王、王権の象徴でもあった。
「琉球処分」に伴って派遣された分遣隊が沖縄から撤
退したのは、日清戦争後の 1896（明治 29）年である。
分遣隊が撤退すると、首里区が公園として利用したいと
首里城の払い下げを求め、国は土地の所有権を残したま
ま正殿など城内の建物を払い下げた。その後、首里城内
は郷土博物館などに利用されたが、1925（大正 14）年
に首里城内に「沖縄神社」が建立され、翌年県社に昇格
した。
沖縄神社の祭神は、舜天王、尚円王、尚敬王、尚泰
王を主神として、これに源為朝公を配祀した。源為朝は
琉球に流れ着いたとして、日本と琉球国を結びつける伝
説のある人物。舜天は琉球国最初の国王、尚泰王は最後
の国王。沖縄神社は琉球を日本と結びつける祭神を祀る
していたという。司令部壕があったこともあり、米軍と
日本軍の首里攻防は激しいものとなった。耐えきれなく
なった第32軍は司令部壕を放棄し、牛島らは５月27日、
豪雨と夜陰に紛れて逃げ出し南部へ向かった。
この司令部壕をめぐっては、朝鮮人慰安婦がいたと
いう証言があった。「写真⑩」の説明版が設置された際、
県は 2012 年に説明板設置検討委員会がまとめた説明文
から「慰安婦」の文言と日本軍による住民虐殺に関する
記述を削除した。説明板設置検討委員会委員から記述復
活を求める声が上がるなど、社会問題となった。司令部
壕内にいわゆる「慰安婦」がいたことは幾つかの証言が
ある。私自身も首里城から南部まで軍幹部らと行動を共
にしたという女性からの証言を聞いたことがある。「写
真⑩」の左側には、第 32 軍合同無線通信所壕の入り口
が残っている。
今回の首里城正殿などの炎上後には、第 32 軍司令部
壕の保存・公開を求める声も上がるなど、戦争遺跡とし
ての首里城に言及する人もいる。玉城デニー沖縄県知事
は 2020 年２月 14 日に、首里城公園内にある第 32 軍
司令部壕の第５坑口跡を、17 日には「留魂壕」跡を視
察している（注７）。
＊
「琉球処分」で 1879 年に首里城が、日本政府に接収
されてから沖縄戦で完全に破壊されるまでのおよそ 65
年間（B 期）、もう一つの首里城の姿があった。この時
期の首里城はいろいろな使われ方をしている。その一つ
が沖縄神社としての利用だ。前提の話題が長くなり過ぎ
たが、これが本題である。
琉球国最後の国王尚泰は 1879（明治 12）年３月 29 日、
圧力に抗しきれず王城を明け渡した。接収されたのは王
権、中央政府の政治空間であり、王城に保管されていた
国家資料などであった。王城が接収されたため、城内に
あった十カ所の御嶽なども奪われた。正殿２階の「おせ
んみこちゃ」に祀られていた琉球国の「火ヌ神」は持ち
出され、尚泰が仮寓した世子屋敷（中城御殿）へ遷座さ
れたという（注８）。
王城は「琉球処分」を担当した内務省が一時管理し、
そして熊本鎮台分遣隊が駐屯し管理も陸軍が引き継い
だ。首里城は日本軍の駐屯地となったのである。1880（明
「写真⑪」＝沖縄神社の本殿（那覇市歴史博物館蔵）
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が沖縄神社の拝殿として利用されたことはよく知られ
ているが、首里城が王城だったことを考えると、沖縄神
社の本殿の位置などにも注目する必要がある。沖縄神社
が持っていた意味は、首里城空間の意味の読み替えであ
り、再編だったということである。
空間の意味の読み替えは、B 期に特有の現象ではない。
ここでは検討できないが、C 期や D 期でも同様である。
その時々の沖縄の位置が反映しているといっていいだ
ろう。復元が単なる「復元」でない以上、その時代の復
元がまたその時々における再編を担っているといって
いいのかもしれない。
【注】
（１）首里城研究グループ編『首里城入門』（ひるぎ社、1997 年）16 －
17 頁。
（２）外間守善・波照間永吉『定本　琉球国由来記』（角川書店、1997
年）135 頁。
（３）外間守善校注『おもろさうし 上』（岩波文庫、2000 年）14 頁。
（４）『琉球新報』（2014 年６月３日付）
（５）司令部壕については図面なども残っている。『沖縄県史　各論編
６　沖縄戦』（沖縄県教育委員会、2018 年）43 頁以下、『沖縄県戦争
遺跡詳細分布調査（Ⅳ）－本島周辺離島及び那覇市編』（沖縄県立埋
蔵文化財センター、2004 年）43―44 頁。「JACAR（アジア歴史資料
センター）Ref.C11110254900、第 32 軍参謀部日々命令録　昭和 20
年３月 29 日～昭和 20 年５月 22 日（防衛省防衛研究所）」。
（６）『首里城配置地図』は参考文献の『首里城入門』の地図をもとに、
記号などに加筆した。
（７）『琉球新報』（2020 年２月 18 日付）
（８）後田多敦「琉球国滅亡後の国家祭祀と中城御殿」（『南島文化』
35 号、沖縄国際大学南島文化研究所、2013 年）
（９）野々村孝男編著『写真集　懐かしき沖縄―山崎正董らが歩いた
昭和初期の原風景―』（琉球新報社、2000 年）152 頁。同書には沖縄
神社本殿の写真もある。真栄平房昭「廃城と祭神―首里城の神社創設
と為朝伝承について―」（『うるまネシア』23 号、21 世紀同人会、
2020 年）12 頁以下。『沖縄県神社庁誌』（沖縄県神社庁、1992 年）
350 頁以下。
【参考文献】
鳥越憲三郎『琉球宗教史の研究』（角川書店、1965 年）
碧水社編『琉球王府　首里城』（ぎょうせい、1993 年）
首里城研究グループ編『首里城入門』（ひるぎ社、1997 年）
野々村孝男『首里城を救った男―阪谷良之進・柳田菊造の軌跡』（ニ
ライ社、1999 年）
久手堅憲夫『首里の地名』（第一書房、2000 年）
加治順人『沖縄の神社』（ひるぎ社、2000 年）
後田多敦『琉球の国家祭祀制度―その変容・解体過程―』（出版舎
Mugen、2009 年）
『首里城の 25 年―平成の復元―』（沖縄美ら島財団総合研究センター
琉球文化財研究室、2017 年）
【付記】
建物や場所の名前は資料によって表記などが異なる場合もあるが、そ
のままとした。
形でつくられたのである。
沖縄神社は正殿を拝殿とし、世誇殿（地図＝ H）を
移築して社務所として活用、国王の遺体を安置した寝廟
殿前の金蔵（地図＝ I）あたりに本殿を配置していた。
正殿などの建物は修築されながら、1945（昭和 20）年
の沖縄戦で破壊されるまで存続したものもあった（注
９）。沖縄戦で破壊された沖縄神社は 1962 年、弁が嶽
に祠だけ再建された。
＊
首里城の歴史を概観すれば、利用のされ方の意味合
いも見えてくる。琉球国王城期（A 期）は王の生活空間
や統治の場で、王権の象徴だった。また、儀礼空間や国
家の「火ヌ神」などを祀る国家祭祀の空間でもあった。
その王城が接収されて B 期には日本軍駐屯地となり、
さらに日本国の神体系と結びつけられる沖縄神社とさ
れた。B 期の軍隊駐屯は二つの意味を持つ。一つは「琉
球処分」と結びついた熊本分遣隊、大龍柱を折り倒した
軍隊である。もう一つが沖縄を地上戦に巻き込んだ第
32 軍の司令部壕など、B 期末期における軍隊である。
琉球国の国家祭祀（A 期）の再編との関連でいえば、
B 期における沖縄神社の空間利用のあり方も重要だろ
う。沖縄神社では首里城の正殿は拝殿として利用され、
本殿は寝廟殿の手前あたり（金蔵あたり）にあった。沖
縄神社の創建に際して、国王の葬送や王位継承にとって
重要な空間が「日本」へと再編されたのである。空間の
役割や意味の読み替えである。
日本政府は「琉球処分」以後、琉球の国家祭祀を日
本の天皇を頂点とした祭祀へ再編しようと試みている。
その一つが神社の活用だった。琉球の伝統的な御嶽を神
社へ改編することを試みたり、新たな神社創建もなされ
たりした。御嶽の神社化は、琉球の火ヌ神や空間の持っ
ている意味の再編を伴っていた。御嶽における空間の役
割を日本や天皇と結びつけ、神社として読み替えて行く
方法である。しかし、御嶽祭祀の担い手が女性だったこ
ともあり、御嶽の神社化は簡単には進まなかった。
天皇を頂点とした日本の祭祀との関係でいえば、近
代沖縄における神社創建は伝統的な空間を琉球の歴史
から切り離すのにいい方法だった。首里城を活用した沖
縄神社はその象徴的なものだといっていいだろう。正殿
